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ニセコ町では、環境を取り巻く社会情勢が大きく変化していく中、環

境分野における今後の取組を適切に進めていくために、「第３次 ニセ

コ町環境基本計画」を策定しました。 

環境白書では、上記の計画で示す「生活環境分野」、「自然環境分

野」、「脱炭素分野」、「環境教育・情報分野」の４つの分野について、

現状や取り組み状況などを整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

脱炭素分野  
【方向性】 

脱炭素社会の実現に向けて、省エネルギー

化と再生可能エネルギーの活用に取り組むと

ともに、交通や都市構造などまち自体の脱炭

素化に取り組みます。 

また、今後避けることのできない気候変動

の影響を見据えて、異常気象などに対応でき

る行政体制や、強靭なまちづくりに取り組み

ます。 

生活環境分野  
【方向性】 

水環境をはじめ、大気・騒音・振動・悪臭

や、廃棄物など、日常生活に関わる生活環境

を良好に維持していく取組を進めます。 

また、本町の特徴である自然豊かなまちな

み景観を守るために、自然景観の保全や環境

美化の推進など、自然と調和した生活環境の

形成に取り組みます。 

自然環境分野  
【方向性】 

尻別川や羊蹄山をはじめとした、本町を支

える豊かな自然環境を守り、将来まで引き継

いでいくために、生物多様性や水と緑の保全

に取り組みます。 

また、これらの自然環境資源を地域産業や

環境学習・活動などで有効活用することで、

適切な維持・管理に取り組みます。 

環境教育・情報分野  
【方向性】 

町民が環境に興味を持ち、環境配慮への意

識を高められるように、子どもから大人まで

の全ての世代に向けて、環境教育・環境学習

の機会の充実に取り組みます。 

また、本町の環境に関する情報を分かりや

すく整理・発信するなど、町民が必要な時に

必要な情報を容易に入手できる環境づくりに

取り組みます。 

第３次 二セコ町環境基本計画 

はこちらからご覧になれます➡ 



 

 
 

ごみの発生量 
ごみの発生量は増加傾向にあり、新型コロナウイルスの影響が収まりつ

つある今、再びごみの発生量の増加が懸念されます。 

 

 

出典：ニセコ町 

 

 

リサイクル率 ＲＤＦや堆肥の製造により、リサイクル率は高い状況となっています。 

 

 

出典：一般廃棄物処理実態調査結果（環境省） 
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【主な取組】 

●ごみの分別について、広報誌・町ホームページ、アプリ

などで普及啓発を行っています。 

●町内巡回や、ごみ拾い活動を行っています。 

●資源ごみの無料回収（白色トレイ、プラスッチック製容

器包装）を行っています。 
出典：ニセコ町 
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野生動物 
野生動物の増加に比例して農業被害も増加しています。令和 4 年度の農

業被害では、エゾシカによる被害が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農家数 
農家数は減少傾向となっており、後継者不足による農地の荒廃や農村景

観の悪化が深刻化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林面積 森林面積は概ね横ばいで推移しています。 
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【主な取組】 

ニセコ町森林整備計画に基づく

天然林の管理、人工林の育林を

行っています。 

【主な取組】 

農地パトロールなどで不耕作地の実態

調査を行っています。また、新規就農

者の受入れの強化を行っています。 

【主な取組】 

有害鳥獣被害防止対

策支援事業による捕

獲・駆除を実施して

います。 

出典：ニセコ町（捕獲実績） 

ニセコ町鳥獣被害防止 

計画（農業被害額） 

出典：世界農林業センサス 

出典：北海道林業統計（北海道） 
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温室効果ガス 

排出量 

現在、世界的に温室効果ガス排出量の大幅な削減が求められています。 

ニセコ町では、排出量の約半分が業務その他部門であり、今後も施設需

要が見込まれることから、排出量は当面、増加すると予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通 にこっとＢＵＳ（デマンドバス）の利用者数が減少傾向にあります。 
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出典：ニセコ町 

【主な取組】 

ニセコ町では、町内での移動手段を確保し、みなさまの利便性を向上させるべく、にこっ

とBUS（利用者の予約に対応して、自宅等から町内の目的地まで運行する形態のバス）を

運行しています。 

【主な取組】 

ニセコ町では、2050年に温室効果ガス排出量を実質０とする「ニセコ町非常事態宣言（ゼロ

カーボンシティ）」を宣言し、その実現に向けた計画などを策定しています。 

出典：ニセコ町脱炭素アクションプラン 

58,410
62,198 61,763 60,004 58,246 56,487 55,721 57,662

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

t-
C
O
₂

運輸

家庭

業務その他

産業



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育・情報分野    第３次  ニセコ町環境基本計画 2 2～2 3 ページ  

環境関連講座・イベント 

【主な取組】 

町民が環境に興味を持ち、環境配慮への意識を高められるように、環境に関する講

座、地域の自然環境とふれあうイベントなどを実施しています。 

出典：ニセコ町 


